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ち
い
き 

汁
の
振
舞
い
に
は
、
長
い
列
が
で
き
て
い
ま
し

た
。
ま
た
新
企
画
の
三
角
く
じ
抽
選
会
で
は
、

一
等
の
「
か
ぼ
ち
ゃ
う
ど
ん
」
な
ど
が
当
た
る

と
、
大
き
な
歓
声
が
上
が
る
な
ど
、
大
変
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。 

小
春
日
和
の
中
、
里
山
の
秋
の
実
り
を
存
分

に
満
喫
す
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。 
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年
二
回
行
っ
て
い
る
荘
園
内
の
秋
季
「
土
水

路
整
備
作
業
」
が
１１
月
１２
日
（
土
）
行
わ
れ
ま

し
た
。 

 

今
回
も
、
市
内
の
建
設
業
・
水
道
業
の
業
者

の
皆
様
や
地
元
の
方
々
の
ご
協
力
を
頂
き
、
総

延
長
２３
キ
ロ
に
及
ぶ
荘
園
内
の
土
水
路
の
泥

上
げ
作
業
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

一
関
市
か
ら
は
、
長
田
副
市
長
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
作
業
に
汗
を
流
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

先
日
、
一
関
市
と
平
泉
町
が
認
定
さ
れ
た
「
食

と
農
の
景
勝
地
」。
こ
こ
骨
寺
で
景
観
を
守
り
な

が
ら
農
業
を
継
続
す
る
た
め
に
は
不
可
欠
な
大

切
な
作
業
で
す
。
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ

ん
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た 

 

第
六
回
と
な
る
「
骨
寺
村
荘
園 
収
穫
祭
」

が
、
１１
月
１３
日
（
日
）
若
神
子
亭
を
会
場
に

開
催
さ
れ
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
沢
山
の
来
場

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

今
回
も
、
恒
例
の
産
直
百
円
市
や
、
新
米
、

南
部
一
郎
か
ぼ
ち
ゃ
の
試
食
販
売
コ
ー
ナ
ー

を
は
じ
め
、
餅
つ
き
実
演
＆
振
舞
い
、
芋
の
子

汁 

お
問
合
せ
は 

〇
一
九
一-

三
三-

五
〇
二
二 

本
寺
地
区
地
域
づ
く
り
推
進
協
議
会 

事
務
局
ま
で 

今
年
も
「
黄
金
ね
ぎ
も
ち
」
で
出
店
し
た
若

神
子
亭
。
惜
し
く
も
入
賞
は
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
自
慢
の
美
味
し
い
お
餅
を
、
二
日
間
で

本
当
に
た
く
さ
ん
の
お
客
様
に
召
し
上
が
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
来
年
こ
そ
は
・
・
・ 

平成 28年度の米オーナー様への新米発送 

11月 23日（水）出荷式 
天日干し乾燥の最高級骨寺荘園米です。 

※骨寺村荘園米オーナー随時募集中♪ 

  

一
関
カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ
会
長
の
小
野
寺
誠
四
郎
氏
が
、

今
年
度
秋
の
叙
勲
に
て
栄
え
あ
る
「
瑞
宝
小
授
章
」
を

受
章
。
ま
た
、
い
わ
い
の
里
ガ
イ
ド
の
会
で
長
年
会
長

を
務
め
ら
れ
た
白
澤
剛
一
氏
が
一
関
市
よ
り
「
市
勢
功

労
者
」
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。 

 

骨
寺
と
は
縁
浅
か
ら
ぬ
お
二
人
の
受
章
・
表
彰
を
、

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
今
後
ま
す
ま 

 

す
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。 


